
１．はじめに

近年、国内の土木工事は生活維持に必要なライ

フラインの充実に伴い、市街地や住宅密集地では

より複雑で制約の多いものになってきている。こ

のような状況の下、通常の施工方法では工程上あ

るいは経済的に困難と思われる事例でも、現場条

件に合った重機械選定を行なうことで顧客ニーズ

に合致し、時として容易に施工できる場合がある

のも事実である。

今回は、それらの中でも狭隘部の二次製品据付

における新たな試みとして、フォークリフトを使

用した事例について述べることとする。

図―１ 平 面 図

工事概要

�１ 工 事 名：町道北金ヶ沢２６号線道路改良工事

�２ 発 注 者：青森県深浦町役場

�３ 工事場所：青森県西津軽郡深浦町大字

北金ヶ沢地内

�４ 工 期：平成２１年４月２９日～

平成２１年１０月３０日

２．現場における課題

当工事は、JR東日本の用地の一部を深浦町役

場が買取り、老朽化した開水路部分に鉄筋コンク

リート二次製品（BoxC : W―１，０００＊H―７００）を布

設して町道幅W＝２．８００mを確保し、これまで困

難だった住宅内の冬期除排雪や排水面での諸問題

を解決しようとするものである。

営業線（五能線）に平行する近接工事であるこ

とから工事着手前に JR側と打合せを行なった結

果、境界付近に高さ１．８mの仮設防護柵を設けて

作業員や機体（アーム・ブーム等）が線路用地内

に入らないような措置を取るべきとの回答に至っ

た。仮設防護柵の控えは、当然施工用地側としな

ければならないため、作業有効スペースの制約は

かなり厳しいものとなった。

また、工事終点側の用地は未買収で行き止まり

となっており、起点側一方向からの出入りしかで

きないこと。バックホウ０．４５�級（２．９t吊クレー
ン仕様）による据付では、荷下ろし段階で旋回作

業の困難が生じること。更に、法尻下方にある水

道管への影響などが考慮すべき課題となった。

その他
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３．対応策と適用結果

先の問題点より、掘削運搬は小型小旋回バック

ホウ０．１�級及び小型不整地運搬車２．５t級の組合
せとした。また、据付においては、作業半径の大

きくなるトラッククレーンやバックホウ（クレー

ン仕様）の使用は難しいことから、積込・運搬・

据付と一連の作業が可能な機種について検討した

ところフォークリフトであれば、多少大型のもの

であっても幅をあまり取らず安全な作業が可能で

はないかとの結論に行きついた。

まず、コンクリート二次製品（ボックスカルバー

ト）の重量と寸法を確認し、それに見合ったフォー

クリフトの選定に当たった。ボックスカルバート

は L―２，０００＊W―１，０００＊H―７００で重量約２．８tであ

ることからフォークリフトは安全率１．８とし、５

ｔ級（全長４，４００＊全幅１，４５０）のものに延長フォー

クをセットした（写真―１）。

地盤支持力を確保するため基礎コンクリートの

大半を打設後、強度が１４N/mm２以上に達した時

点で敷鉄板（L―３，０００＊W―１，５００＊T―２２）を全面

に敷き詰めて養生し、その上を運搬することとし

た（写真―２）。

写真―１ フォークリフト 写真―２ 工事用道路

勾配が約１．０％と少なく、噛合せ方法など施工

上の問題もあることから、発注者側の承諾を得た

上で上流側から下流側へと順次据付けを行なった。

また、フォークリフトの製品運搬経路となる基礎

コンクリート寸法は強度確保のため、設計幅W

＝１，４００mmに対し基礎砕石と同じW＝１，６００mm、

設計厚 t＝１５０mmに対し t＝２００mmとした。

水道管は正確な埋設位置を確認し、位置杭標示を

行なって破損防止に努めた（図―２）。

図―２ 標準断面図

４．おわりに

今回の工事を受注した段階で、機械リース会社

をはじめ皆で限られた作業スペースの下、どのよ

うな機械を使って作業を行なえば効率的にできる

のかを検討した結果、フォークリフトでの施工と

いう斬新な結論に到ったものである。

今後も多様化する土木工事において、制約条件の

多い場合の機械選定の一例にしていただければ幸

いである。

適用条件としては、今回のように長手の製品ほ

ど前輪に荷重がかかり下り勾配で不安定となるこ

とから能力性能に十分な余裕をもって機械選定を

行なうこと。また、ボックスカルバート製品に上

下流の噛合せ凹凸があり、上流側からの据付にな

る場合、噛合せが逆でないと据付がスムーズに行

かないので発注者側の承諾が必要となること。

その他、細部据付けについては油圧ジャッキやレ

バーブロックが必要となる場合があるので、これ

らの点に留意されたい。

写真―３ ボックスカルバート据付け状況
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